
























年9月 モスクワで開催された 「5×5展 」


















にてテキスタイル ・デザイ ンに従事 した4)。
これらの構成主義的図案のテキスタイルは,
広 く市場に流通 した。女流画家が,プ リン
トのデザインをす ることで,生 産 と絵画が
結び付 き,彼 女 らの工場 における活動 は,
生産主義の成果のひとつにかぞえ られた。
ポポーワも,画家,舞 台装置および舞台衣




年パ リにスタジオを開き,ピ カソ,ブ ラッ
ク,ア ポ リネールな どの知遇 をえ た5)。









から工業生産を前提 とす る既製服 を考 えて
いたことが伺える。1925年パ リ万国装飾博
覧会 にて,グ ランプリ獲得,そ の名はヨー
ロッパやアメリカに も広 く知れ渡 った。彼
女のデザインは,ロ シアフォークロアを基
調 とす るス トレー トなライ ンであった7}。
芸術教育機関であるヴフテマスには,テ キ
スタイル(フ ァッシ ョンを含 む)コ ースが







オロギー とも類似 しないものを もとめ よう
とした。社会主義国家の理想は,階 級制度






























の デ ザ イ ン に もあ て は ま る 。 大 量 の 布 の 生
産 に は,時 間 あ た りの 生 産 性 の 高 い プ リ ン
トが 適 し て い た 。 そ の う え,元 画 家 で あ っ
た デ ザ イ ナ ー た ち に と っ て,キ ャ ンバ ス を
布 地 に か え る だ けで よか った の で あ る。 と
く に プ リ ン トの 図 柄 は,従 来 の 花 柄 の もの
と 異 な り,構 成 主 義 的 幾 何 学 形 態 が 多 用 さ
れ た 。 こ れ は,定 規 や コ ンパ ス で 描 が け る
よ う な 単 純 な 図 柄 で,し か も単 彩 な た め 生
産 性 が 高 く,大 量 生 産 に適 して い た 。 そ れ
らの 図柄 は,お もに 構 成 的 絵 画 風,革 命 の
シ ン ボ リ ッ ク な事 物,機 械 礼 賛,ス ポ ー ッ
礼 賛 を 表 し た も の で あ っ た 。
ロ シ ァ構 成 主 義 の フ ァ ッ シ ョ ンお よ び テ
キ ス タ イ ル ・デ ザ イ ン は と もに,社 会 主 義
思 想 に も と ず く 「大 衆 化 」 「複 製 化 」 を 前
提 とす る デ ザ イ ンで あ っ た 。 大 衆 化 ・複 製
化 を前 提 とす る こ と に よ っ て,手 工 業 的 な
生 産 か ら,工 業 生 産 へ の 変 換 を余 儀 な くさ
れ た 。 つ ま り 「生 産 方 法 の 変 化 」 が,「 デ
ザ イ ン の 変 化 」 を 導 き だ し た の で あ る 。19
世 紀 的 な 装 飾 の香 りが 残 る デ ザ イ ン か ら,
モ ダ ン ・デ ザ イ ンへ と歩 み は じめ た の で あ
る 。
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